
令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
表
事
項
）

第
六
条

法
第
四
条
第
三
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

農
業
用
た
め
池
の
所
有
者
等
の
名
称
（
当
該
所
有
者
等
が
自
然
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
）

二

第
四
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項

三

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
年
月
日
（
当
該
届
出
が
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
）

四

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
当
該
指
定
の
年
月
日

（
特
定
農
業
用
た
め
池
の
指
定
の
要
件
）

第
七
条

令
第
一
条
第
四
号
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
に

該
当
す
る
農
業
用
た
め
池
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
当
該
農
業
用
た
め
池
の
管
理
を
行
う
者
を
確
知
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
そ
の
他
の
状
況
か
ら
み
て
、
当
該
農
業
用
た
め
池
が
決
壊
し
た
場
合
に
は
そ
の
周
辺
の
区
域
の
住

宅
等
の
居
住
者
又
は
利
用
者
に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
す
る
。

（
制
限
行
為
で
許
可
を
要
し
な
い
行
為
）

第
八
条

法
第
八
条
第
一
項
第
四
号
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一

堤
体
、
取
水
設
備
又
は
洪
水
吐
き
の
修
繕
、
水
底
の
堆
積
物
の
し
ゅ
ん
せ
つ
そ
の
他
当
該
特
定
農
業
用
た
め
池

の
管
理
に
係
る
行
為

二

土
質
試
験
そ
の
他
の
特
定
農
業
用
た
め
池
の
安
全
性
に
関
す
る
調
査
の
た
め
に
行
う
土
地
の
掘
削

三

河
川
法
第
八
条
に
規
定
す
る
河
川
工
事
の
施
行
と
し
て
行
う
行
為

四

国
又
は
都
道
府
県
が
砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
砂
防
工
事
の
施
行
と
し

て
行
う
行
為

五

国
又
は
都
道
府
県
が
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
四
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
保

安
施
設
事
業
の
施
行
と
し
て
行
う
行
為

六

国
又
は
都
道
府
県
が
地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
地

す
べ
り
防
止
工
事
の
施
行
と
し
て
行
う
行
為

七

都
道
府
県
が
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第

二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
の
施
行
と
し
て
行
う
行
為

（
届
出
を
要
し
な
い
防
災
工
事
）

第
九
条

法
第
九
条
第
一
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
防
災
工
事
は
、
非
常
災
害
の
た
め
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て

行
う
防
災
工
事
と
す
る
。

（
防
災
工
事
に
関
す
る
計
画
の
届
出
）

第
十
条

法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
計
画
書
を
提
出
し
て
す
る
も
の

と
す
る
。

一

当
該
届
出
に
係
る
特
定
農
業
用
た
め
池
の
名
称
及
び
所
在
地

二

防
災
工
事
の
着
手
予
定
年
月
日
及
び
完
了
予
定
年
月
日

三

防
災
工
事
の
種
類
及
び
内
容

四

防
災
工
事
の
施
行
の
方
法

（
農
業
用
た
め
池
の
届
出
）

第
三
条

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

一

農
業
用
た
め
池
の
所
有
者
等
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
の
写
し

二

農
業
用
た
め
池
の
管
理
者
が
法
人
で
な
い
団
体
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
規
約
そ
の
他
当
該
団
体
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
定
め
を
記
載
し
た
書
類

三

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
書
類

（
農
業
用
た
め
池
の
届
出
書
の
記
載
事
項
）

第
四
条

法
第
四
条
第
一
項
第
四
号
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

農
業
用
た
め
池
の
基
礎
地
盤
か
ら
堤
頂
ま
で
の
高
さ
及
び
堤
頂
の
長
さ
並
び
に
貯
水
す
る
容
量

二

農
業
用
た
め
池
に
管
理
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
権
原
の
種
類
及
び
内
容

（
変
更
等
の
届
出
）

第
五
条

法
第
四
条
第
二
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
し

て
す
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
届
出
に
係
る
農
業
用
た
め
池
の
名
称
及
び
所
在
地

二

変
更
の
内
容
及
び
理
由

三

変
更
の
年
月
日

２

法
第
四
条
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
廃
止
の
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
し
て
す

る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
届
出
に
係
る
農
業
用
た
め
池
の
名
称
及
び
所
在
地

二

廃
止
の
理
由

三

廃
止
の
年
月
日

３

前
二
項
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
添
付
す
べ
き
書
類
が
既
に
都
道
府
県
知

事
に
提
出
さ
れ
て
い
る
当
該
書
類
と
同
一
の
内
容
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
て
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

〇
農
林
水
産
省
令
第
九
号

農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
、
第
四
条
第

一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
八
条
第
一
項
第
四
号
、
第
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
十
一
条
第
二
項
、
第
十
三
条
第

一
項
、
第
十
四
条
第
一
項
（
同
法
第
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第

三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
二
十
二
条
並
び
に
附

則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
令
和
元
年
政
令
第

二
十
二
号
）
第
一
条
第
四
号
並
び
に
第
三
条
第
一
項
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
令
第
四
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
業
用
た
め
池
の
管
理

及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
六
月
七
日

農
林
水
産
大
臣

川

貴
盛

農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」

と
い
う
。）及
び
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。）に
お
い
て
使
用

す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
農
業
用
た
め
池
の
要
件
）

第
二
条

法
第
二
条
第
一
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

堤
体
及
び
取
水
設
備
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
施
設
で
あ
る
こ
と
。

二

基
礎
地
盤
か
ら
堤
頂
ま
で
の
高
さ
が
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
施
設
に
あ
っ
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
ダ
ム
（
同
法
第
八
十
七

条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。）

ロ

貯
水
施
設
の
構
造
に
関
す
る
近
代
的
な
技
術
基
準
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
施
設
で
あ
っ
て
、
そ
の
所
有
者
又

は
管
理
者
が
当
該
施
設
の
管
理
に
関
し
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
五
十
七
条
の

二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
六
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
第
九
十
三
条
の
二

第
一
項
の
管
理
規
程
又
は
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
第
十
六
条
第

一
項
の
施
設
管
理
規
程
を
定
め
て
い
る
も
の
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